


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年９月１日（2）

８月３日、国際姉妹都市大韓民国永川市のキムビョンサム副市長を団
長に、職員２人、高校１年生14人、あわせて17人の訪問団がホームステイ
事業のため来黒し、北山議長を表敬訪問しました。
正・副議長室を訪れた訪問団を北山議長、工藤副議長が出迎えし、始め
に北山議長が「朝早くからの旅でお疲れだと思います。皆さんを心から
歓迎します。黒石市はあずましい街ですので、楽しんでいってください。
今後も両市がともに発展していくことを願っています」と歓迎の挨拶。
続いて、キム副市長が「２泊３日という限られた時間ではありますが、姉

妹都市黒石市の歴史や文化をしっかり感じ取って生徒たちに国際感覚を
身に着けてもらう機会になれば」と訪問団を代表して挨拶しました。
14人の生徒は大半が初めての日本訪問となりますが、中には４度目の
訪問という生徒もいました。この日は30度を超える真夏日で、北山議長
が「黒石市は暑くないですか」と質問すると、生徒が「永川市はもっと南
ですので大丈夫です」と答えるなど、和やかに言葉を交わす場面もありま
した。短い時間ではありましたが、最後に議場を見学するなど姉妹都市
のつながりを確認しあう訪問となりました。

ぷ
た
祭
り
合
同
運
行
に
も
参
加
し

ま
し
た
。「
ヤ
ー
レ
、
ヤ
ー
レ
ヤ
ー
」

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
市
役

所
の
ね
ぷ
た
を
引
っ
張
り
、
黒
石

ね
ぷ
た
を
体
験
。

宮
古
市
議
会
議
員
の
方
々
か
ら

は
「
す
ご
い
祭
り
だ
」、「
感
動
、

感
動
」、「
ね
ぷ
た
祭
り
が
こ
れ
ほ

ど
す
ば
ら
し
い
と
、
よ
さ
れ
祭
り

も
見
て
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
改
め
て

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
の
す
ば
ら
し
さ

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
員
交
流
で
宮
古
市
と

の
強
い
絆
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
協
力
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
で
本
市
と
岩
手

県
宮
古
市
が
姉
妹
都
市
締
結
50
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
７
月

30
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
松
安
閣

で
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
古

市
か
ら
は
、
山
本
正
德
市
長
の
他
、

前
川
昌
登
議
長
を
は
じ
め
市
議
会

議
員
19
人
、
関
係
者
な
ど
あ
わ
せ

て
約
50
人
が
出
席
。
当
市
か
ら
は
、

髙
樋
憲
市
長
の
他
、
鳴
海
惠
一
郎

県
議
会
議
員
、
北
山
議
長
を
は
じ

め
市
議
会
議
員
15
人
、
関
係
者
な

ど
あ
わ
せ
て
約
80
人
が
出
席
し
、

総
勢
約
１
３
０
人
で
お
祝
い
し
ま

し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
は
じ
め
に
髙
樋

黒
石
市
長
が
「
１
９
９
１
年
の
台

風
19
号
で
被
害
を
受
け
た
リ
ン
ゴ

の
販
売
、
義
援
金
な
ど
の
支
援
に

対
し
て
感
謝
し
改
め
て
心
に
刻
ん

で
い
る
」
と
挨
拶
。
山
本
宮
古
市

長
は
「
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
で
黒
石
市
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
が
あ
り
、

復
興
に
ま
い
進
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
と
も
に
災
害
復
興
の
た
め
に

果
た
し
た
姉
妹
都
市
と
し
て
の
支

援
に
感
謝
し
、
両
市
の
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

鳴
海
県
議
会
議
員
、
北
山
黒
石

市
議
会
議
長
の
祝
辞
、
前
川
宮
古

市
議
会
議
長
の
乾
杯
が
終
わ
る
と
、

出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
半
世
紀
の
歩

み
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
歓
談
し

ま
し
た
。
途
中
、
千
葉
勝
弘
一
行

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
と
手

踊
り
を
楽
し
み
、
最
後
に
は
、
髙

樋
市
長
と
山
本
市
長
が
が
っ
ち
り

と
握
手
を
交
わ
し
、
全
国
で
も
数

少
な
い
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年

を
祝
い
、
新
た
な
歴
史
に
向
け
て

の
第
一
歩
と
絆
を
確
か
め
合
い
ま

し
た
。

祝
賀
会
の
後
、
宮
古
市
議
会
議

員
一
行
と
本
市
議
会
議
員
は
、
ね

姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
を
記
念
し
て

本
市
と
宮
古
市
の
議
員
が
ね
ぷ
た
で
交
流

祝賀会の様子

ねぷたを通じて交流

永川市の副市長や高校生らが議長を表敬訪問
歓
迎
の
挨
拶
を
す
る
北
山
議
長

議
場
を
見
学
す
る
訪
問
団



黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成28年９月１日

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第７号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ● ○ ○ 承 認

(起立多数）

報告第８号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認
報告第９号 平成27年度黒石市一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第10号 平成27年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第11号 平成27年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第４号）
について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第12号 平成27年度黒石市観光施設事業特別会計補正予算（第２
号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第13号 平成27年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予
算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第14号 平成27年度黒石市水道事業会計補正予算（第２号）につい
て ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第15号 平成27年度黒石市下水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第16号 平成28年度黒石市一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第17号
黒石市承認企業立地計画に従って設置される施設に係る
固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条
例制定について

○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第18号
〜

報告第22号
権利の放棄について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第23号 平成27年度黒石市一般会計繰越明許費繰越計算書につい
て ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第24号 平成27年度黒石市一般会計事故繰越し繰越計算書につい
て ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

議案第50号 黒石市遺児入学祝金等の支給に関する条例を廃止する条
例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第51号 黒石市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第52号 黒石市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第53号 平成28年度黒石市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第54号 平成28年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第55号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第56号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

平成28年第２回定例会は６月９日から21日までの13日間にわたって開かれ、市長提出の18報告・７議
案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・可決・同意しました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。

平成28年第２回定例会の概要

第２回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）



⬘

一
部
新
聞
で
小
中
一
貫
教
育

が
報
道
さ
れ
た
が
、
当
市
に
お
け

る
考
え
方
は
。

⬙

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
将
来

的
な
小
中
一
貫
教
育
を
見
据
え
た

う
え
で
、
今
後
、
小
中
連
携
教
育

の
推
進
を
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う

趣
旨
で
あ
り
、
黒
石
・
中
郷
・
北

陽
の
統
合
小
学
校
が
、
中
郷
中
学

校
の
隣
接
地
に
移
転
、
新
築
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
小
中
一

貫
教
育
を
導
入
す
る
と
い
っ
た
意

味
合
い
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解

願
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
連
携
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
小
中
連
携
教

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
32
年
４
月
の
統
合
小
学

校
開
校
に
向
け
た
今
後
の
対
応
は
。

⬙

統
合
実
施
計
画
の
策
定
、
統

合
準
備
委
員
会
の
設
置
、
黒
石
市

立
学
校
設
置
条
例
の
改
正
手
続
き

な
ど
、計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

⬘

小
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
東

英
小
学
校
だ
け
自
校
式
で
な
く
、

東
小
学
校
と
の
共
同
実
施
方
式
に

な
っ
た
経
緯
は
。

⬙

平
成
32
年
４
月
の
小
学
校
統

合
時
に
は
、
市
内
全
て
の
小
学
校

で
の
完
全
給
食
を
実
現
す
る
た
め
、

財
政
面
や
学
校
の
敷
地
な
ど
総
合

的
に
検
討
し
、
最
善
の
方
策
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。

⬘

六
郷
小
学
校
の
給
食
を
早
期

再
開
す
る
考
え
は
。

⬙

六
郷
小
学
校
の
自
校
式
給
食

は
事
故
前
の
状
態
に
復
旧
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

一
日
も
早
い
給
食
再
開
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。

⬘

小
・
中
学
校
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
考

え
方
は
。

⬙

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
原
則
と

し
て
統
合
後
の
通
学
距
離
が
、
小

学
校
２
㌔
以
上
、
中
学
校
４
㌔
以

上
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
運
行
し

ま
す
。
具
体
的
な
運
用
方
法
は
、

各
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
協

議
・
調
整
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆

発
事
故
に
つ
い
て
、
被
害
者
家
族

へ
の
ケ
ア
は
。

⬙

被
害
者
家
族
へ
の
精
神
的
な

ケ
ア
と
い
う
点
は
不
十
分
だ
っ
た

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
去
る
３
月

に
被
害
者
家
族
と
面
会
し
た
際
、

辛
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
心

境
を
お
聞
き
し
、
で
き
る
だ
け
の

ケ
ア
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
は
専
門
的
な
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
ご
家
族
の
方
々
と

連
絡
を
密
に
し
、ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

⬘

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
現
状
は
。

⬙

黒
石
産
農
産
物
の
規
格
外
品

を
活
用
し
た
新
商
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
黒
石
ブ
ラ
ン
ド

の
一
環
と
し
て
、
レ
ト
ル
ト
ス
ー

プ
を
年
内
に
発
表
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

⬘

市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
、
震

度
６
強
以
上
の
大
地
震
時
に
倒
壊

ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
耐
震
診
断
を
受
け
、
新
庁

舎
を
建
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

⬙

同
規
模
の
新
庁
舎
建
設
に
は

数
十
億
円
と
い
う
膨
大
な
投
資
が

必
要
で
あ
り
、
充
実
し
た
補
助
制

度
も
無
く
財
源
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
既

存
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
庁
舎
建

設
規
模
の
縮
小
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
経
済
性
や
利
便
性
、
市

街
地
活
性
化
へ
の
影
響
な
ど
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

公
民
館
の
今
後
の
役
割
と
運

営
方
法
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
職
員
配
置
人
数
と
給
与
に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⬙

時
期
に
よ
っ
て
忙
し
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
指
定
管
理

者
か
ら
は
館
長
を
含
め
た
公
民
館

職
員
３
人
体
制
で
支
障
は
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
臨
時
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
制
度

導
入
時
、
日
給
月
給
だ
っ
た
も
の

を
月
給
制
の
固
定
給
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
職
員
給
与
に
は
、
上
限
つ

き
で
す
が
、
勤
続
年
数
に
応
じ
て

段
階
的
に
昇
給
す
る
規
定
を
定
め

ま
し
た
。
今
後
も
指
定
管
理
者
と

協
議
の
上
、
公
民
館
職
員
の
待
遇

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⬘

平
成
28
年
度
の
人
事
に
つ
い

て
、
管
理
職
の
異
動
で
経
験
を
配

慮
し
て
い
な
い
理
由
は
。
ま
た
、

人
事
異
動
の
ね
ら
い
は
。

⬙

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
能
力
の
あ
る

人
材
を
登
用
し
ま
し
た
。
人
事
異

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年９月１日（4）

一般質問は、６月16・17日の２日間行われ、10人の議員が市の諸問題につい
ての質問をしました。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保
朝
泰
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

後
藤

秀
憲
議
員

（
一
括
方
式
）



動
は
、
年
功
序
列
的
な
考
え
方
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
先
見
性

と
広
い
視
野
を
持
ち
、
政
策
形
成

能
力
、
人
事
管
理
能
力
等
を
兼
ね

備
え
た
人
材
を
登
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昇
任
に
関
し
て
も
、
男
女

の
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
意
欲
と
行

動
力
の
あ
る
職
員
を
人
選
し
、
組

織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⬘

小
・
中
学
校
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
統
廃
合
に
よ
る
予
算
上
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

⬙

統
廃
合
に
よ
る
予
算
上
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
学
校
維
持
に

係
る
燃
料
費
、
光
熱
水
費
、
修
繕

料
、
通
信
運
搬
費
、
施
設
設
備
の

点
検
委
託
料
な
ど
の
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長

期
的
な
観
点
で
は
、
将
来
的
に
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
校
舎
の

建
て
替
え
費
用
が
、
学
校
数
が
減

る
こ
と
で
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

⬘

農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

活
用
す
る
考
え
は
。

⬙

現
在
、
和
歌
山
大
学
研
究
チ

ー
ム
で
「
農
作
業
用
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
」が
研
究
さ
れ
て
お
り
、開

発
が
進
め
ば
頼
も
し
い
存
在
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
研
究
・
試
作
段

階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

早
い
実
用
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

⬘

青
天
の
霹
靂
に
つ
い
て
、
当

市
の
今
年
の
作
付
面
積
と
経
営
体

数
は
。
ま
た
、今
後
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

⬙

そ
れ
ぞ
れ
昨
年
に
比
較
し
て

２
倍
程
度
の
２
３
７
㌶
、
95
経
営

体
で
作
付
面
積
は
県
内
一
番
と
な

っ
て
い
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
２
年
目

と
な
る
今
年
は
本
番
の
年
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
青

森
県
を
初
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
確
立
並
び
に

水
田
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

⬘

市
役
所
庁
舎
の
耐
震
対
策
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
は
。

⬙

関
係
部
課
長
で
構
成
さ
れ
る

黒
石
市
庁
舎
等
耐
震
対
策
庁
内
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
耐
震
対
策

の
方
針
や
耐
震
性
向
上
の
緊
急
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
し

て
い
ま
す
。
当
面
の
軽
量
化
や
建

替
え
、
既
存
施
設
を
活
用
し
た
機

能
分
散
、
財
源
確
保
な
ど
よ
り
よ

い
方
策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

⬘

自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

⬙

自
主
防
災
組
織
は
現
在
５
団

体
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

複
数
の
団
体
が
組
織
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
は
、
避
難
訓
練
な
ど
の
経

費
と
し
て
１
団
体
上
限
５
万
円
程

度
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

⬘

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て
、

推
進
す
る
考
え
は
。

⬙

団
員
の
充
足
率
は
８
６
０
人

の
定
員
に
対
し
８
０
８
人
で
94
㌫

で
す
。
団
員
の
地
位
向
上
の
た
め

に
協
力
事
業
所
表
示
制
度
の
さ
ら

な
る
周
知
に
努
め
、
ま
た
、
高
校

生
を
対
象
と
し
た
一
日
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
団
員
確
保
に
努
め

ま
す
。

⬘

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
老

朽
管
や
老
朽
設
備
の
現
状
は
。

⬙

老
朽
管
の
更
新
は
、
２
㌔
２

億
５
千
万
円
の
５
年
計
画
で
着
実

に
更
新
し
て
い
ま
す
。
総
延
長
１

７
６
㌔
中
、
残
り
28
㌔
で
す
。
電

気
系
統
の
老
朽
化
は
年
間
５
千
万

円
で
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

健
康
推
進
に
つ
い
て
、
一
市

民
一
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
は
。

⬙

文
化
財
め
ぐ
り
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
体

を
動
か
す
き
っ
か
け
作
り
を
楽
し

み
な
が
ら
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
も
連
動
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

⬘

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
自
校

式
決
定
に
至
っ
た
経
緯
は
。
ま
た
、

六
郷
小
学
校
給
食
施
設
に
保
険
金

は
充
当
さ
れ
る
の
か
。

⬙

小
・
中
学
校
適
正
配
置
庁
内

連
絡
会
議
内
に
設
置
し
た
学
校
給

食
に
関
す
る
調
整
会
議
を
計
３
回

開
催
し
、
整
備
費
・
設
置
費
等
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
給
食
員
等

の
人
件
費
、
配
送
委
託
料
等
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
そ
の
他
食
中

毒
等
の
リ
ス
ク
管
理
、ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
、
食
育
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
比
較
検
討
し
決
定
し
ま
し
た
。

六
郷
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
保
険

に
加
入
し
て
お
り
、
給
食
施
設
復

旧
に
お
け
る
保
険
金
の
充
当
も
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
補

償
割
合
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

⬘

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
。

減
少
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。
若
者
の
定
住
施

策
は
。
市
職
員
の
居
住
状
況
は
。

⬙

減
少
要
因
に
つ
い
て
市
独
自

で
の
分
析
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
若

い
世
代
の
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、

生
活
の
基
盤
と
な
る
仕
事
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
田

園
観
光
産
業
都
市
黒
石
市
に
お
け

る
し
ご
と
づ
く
り
」
に
よ
る
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
職
員
の
市

内
居
住
率
は
73
・
４
㌫
で
す
。
職

員
採
用
の
際
に
は
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
当
市
在
住
等
の

条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⬘

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援

法
」
へ
の
当
市
の
対
応
は
。

⬙

国
は
平
成
26
年
１
月
に
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
を
施
行
し
、
同
年
８
月
に
対

策
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
県
で

は
今
年
３
月
に
貧
困
対
策
推
進
計

画
を
策
定
し
、
教
育
の
支
援
、
生

活
の
支
援
、
保
護
者
に
対
す
る
就

労
の
支
援
、
経
済
的
支
援
の
４
つ

の
基
本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
当

市
の
子
供
の
貧
困
率
は
不
明
で
す

が
、
国
、
県
の
各
種
施
策
に
則
っ

て
子
供
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

⬘

選
挙
管
理
委
員
会
と
期
日
前

投
票
所
を
移
転
し
た
目
的
は
。
ま
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た
、
投
票
率
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組

み
は
。

⬙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
向

け
て
、
有
権
者
の
利
便
性
の
た
め

に
期
日
前
投
票
所
を
市
役
所
４
階

か
ら
市
民
文
化
会
館
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
移
転
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
事
務
の
効
率
化
の
た
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
も
移
転

し
ま
し
た
。
投
票
率
向
上
に
つ
い

て
は
、
18
歳
選
挙
権
へ
の
対
応
と

し
て
、
黒
石
高
校
で
出
前
講
座
や

模
擬
投
票
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
若
い
人
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
投
票
立
会
人
の
公

募
・
登
録
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
期
日
前
投
票
所
を
増
や

す
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

⬘

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯

の
う
ち
所
得
な
し
か
ら
所
得
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯
が
９
割
で
あ

る
。
基
金
が
４
億
３
千
万
円
あ
る

こ
と
か
ら
、
１
世
帯
当
た
り
１
万

円
で
も
引
き
下
げ
は
可
能
で
は
な

い
か
。
都
道
府
県
単
位
化
は
国
民

健
康
保
険
の
医
療
費
適
正
化
と
す

る
削
減
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

⬙

２
億
１
千
万
円
ほ
ど
伸
び
て

い
る
医
療
費
に
対
し
て
基
金
で
対

応
す
る
た
め
、
す
ぐ
に
国
民
健
康

保
険
税
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
単
位
化
に

つ
い
て
は
保
険
者
が
県
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
の
増
加
や
保

険
税
の
収
納
不
足
に
対
す
る
財
政

的
不
安
が
な
く
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

⬘

教
育
行
政
に
つ
い
て
、
統
合

後
の
小
学
校
は
小
中
一
貫
校
へ
進

ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
小
中
学

生
が
１
つ
の
校
庭
を
併
用
す
る
の

は
危
な
い
の
で
は
。
小
学
校
の
給

食
は
、
自
校
式
か
ら
変
更
す
る
こ

と
は
な
い
と
言
い
切
れ
る
か
。

⬙

小
中
一
貫
教
育
で
は
な
く
、

小
中
連
携
教
育
の
充
実
を
考
え
て

い
ま
す
。
校
庭
の
併
用
に
つ
い
て

は
、
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
の
実
施
方
式
は
最
終
決
定
と

し
て
公
表
し
た
も
の
で
す
。

⬘

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、

市
長
就
任
か
ら
２
年
経
過
し
て
の

感
想
は
。

⬙

就
任
早
々
、
地
酒
に
よ
る
乾

杯
を
推
奨
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
10
月
１
日
に
は
、
黒
石
市
・

宮
古
市
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
「
地
酒
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
と
短
命
市
返
上
を
ね

ら
い
、
健
康
都
市
を
宣
言
し
た
こ

と
で
、
市
民
の
意
識
も
向
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
者
の
所
得
向
上

に
つ
い
て
は
、
幻
の
銘
柄
ム
ツ
ニ

シ
キ
を
寿
し
米
と
し
て
復
活
さ
せ
、

青
天
の
霹
靂
と
連
携
さ
せ
る
ほ
か
、

く
ろ
い
し
植
物
工
場
推
進
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
６
次
産
業
推
進
と

並
行
し
な
が
ら
、
黒
石
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
観

光
面
で
は
、
黒
石
駅
前
に
観
光
案

内
所
を
開
設
し
、
弘
前
駅
か
ら
の

誘
客
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
少
し

ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
統
廃
合
に
よ
る
給
食
施

設
の
整
備
計
画
や
新
築
校
舎
の
建

築
、
市
庁
舎
の
耐
震
な
ど
財
政
的

課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⬘

ぷ
ら
っ
と
号
に
つ
い
て
、
路

線
を
見
直
す
考
え
は
。

⬙

公
共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
国
の
基
本
方
針
で
、
公
共

交
通
に
関
す
る
計
画
の
策
定
な
ど

を
経
て
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
概
ね
３
年
以
上
必
要
と
な

る
見
込
み
で
す
。
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黒
石
図
書
館
づ
く
り
市
民
の
会

が
主
催
す
る
市
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
会
が
、
７
月
20
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
平
成
10
年
か
ら
図
書

館
設
置
に
向
け
て
強
い
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
で
す
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
髙
樋
市
長

の
行
政
運
営
に
お
け
る
図
書
館
設

置
の
優
先
度
や
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
見
を
聞

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
同
会
会
長

で
あ
る
須
藤
重
昭
氏
か
ら
申
し
入

れ
が
あ
り
、
総
務
教
育
常
任
委
員

会
（
工
藤
和
行
委
員
長
）
が
応
じ

た
こ
と
で
北
山
一
衛
議
長
、
工
藤

俊
広
副
議
長
、
総
務
教
育
常
任
委

員
会
委
員
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

須
藤
会
長
か
ら
「
今
回
の
意
見

交
換
会
を
前
に
し
て
、
新
聞
紙
上

で
市
長
が
図
書
館
に
つ
い
て
の
展

望
を
述
べ
て
お
り
、
大
き
な
期
待

を
持
っ
て
い
る
。
議
員
の
皆
さ
ん

の
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
北
山
議
長
は
「
こ
れ
ま
で

議
会
で
も
黒
石
市
立
図
書
館
設
置

条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
を
採

択
し
た
経
緯
も
あ
り
、
図
書
館
を

一
刻
で
も
早
く
設
置
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
は
議
員
も
持
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
話
は
あ
る
が
、

設
置
す
る
方
向
に
進
む
た
め
に
は
、

ま
ず
図
書
館
設
置
条
例
の
制
定
が

一
番
肝
心
で
は
な
い
か
」
と
の
見

解
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
会
会
員
と
市
議
会

議
員
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
工
藤
委
員
長
は
「
財

政
環
境
な
ど
が
整
っ
て
き
て
い
る

中
、
市
長
も
一
歩
踏
み
込
ん
で
き

て
い
る
。
議
会
も
図
書
館
設
置
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換

し
な
が
ら
力
強
く
行
動
し
て
い
き

た
い
」
と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

意見交換会の様子



黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成28年９月１日

【「市町村議会議員研修 新人議員のための地方自治基本コース」について】
全国市町村国際文化研究所で新人議員のための研修が開催されました。全国の25市
12町２村から59名の新人議員が集まっていました。内容は、首都大学の大杉覚教授に
よる「地方自治制度の基本」、山梨学院大学の江藤俊昭教授による「地方議会制度と地
方議会改革の課題」、関西学院大学の吉田悦教教授による「地方議会と自治体財政」、
東北大学の荒井崇教授による「地方議員と政策法務」、明治大学の山下茂教授による「分
権時代の地方議会（議員）に期待されていること」でした。
講義ではもちろんのこと、質疑応答や意見交換ではより具体的
な事例の話がありました。荒井教授の講義では、議会基本条例演
習として、意見交換、発表、全体討議が行われ、講義後の交流時間
では、各地域ならではの事柄や取組等を知ることができ、有意義
な研修となりました。この研修で学んだことを今後の議員活動に
活用し、市政に反映させていきたいと思います。

【「小中一貫教育」について】
三戸町教育委員会を訪ね、小中一貫教育に関する現状等を伺い、小中一貫校である三
戸学園を視察しました。
小等部は４年生まで、中等部は５年生から７年生まで、高等部が８年生から９年生ま
でに分けられ、９年間をとおした系統的な教育を目指していました。成果としては、不
登校数の減少、中学校での学力の向上、英語力の向上などがあげられました。また、「小
学生と中学生がグラウンドを共用することの安全面はどうか」という点については、体
育館はそれぞれにあり、グラウンドも２つあることから、支障はな
いとのことでした。当市議会でも「平成32年度から開校予定の統合
小学校は中学校と隣接することから、グラウンドが１つでは安全面
が確保できるのか」、「小学校高学年のリーダーの育成について」や
「人間関係の固定化により、９年間いじめにあう子供も出てくるの
では」などを議員が質問し、対応を求めています。

【「原子力関連施設の視察」について】
東北電力（株）東通原子力発電所や六ヶ所原燃ＰＲセンター、日本原燃（株）原子燃
料サイクル施設を９人の議員が視察しました。東日本大震災以降、原子力規制委員会
による新規制基準の施行により、原子力関連施設にはこれまで以上に完璧な安全性と
今後本格化する電力小売全面自由化による更なる安定した電力供給が求められていま
す。今回、各施設の視察を通して改めて原子力発電の仕組みや従来の安全性確保に加
え新規制基準のもとどのように安全性の向上に取り組んでいるの
かを学びました。また、質疑応答の際には、多くの議員から原発
の安全性についての質問や意見が出され、青森県の原子力問題に
ついて活発な意見交換の場となりました。原子力関連施設から遠
く離れているから大丈夫という意識ではなく、原子力に対する正
しい知識を得ることで、市民の防災意識の向上や今後設立予定の
各地区自主防災組織へもしっかり役立てていきたいと思います。

平成28年７月19日、民生福祉常任委員会（大久保朝泰委員長）は、認定
こども園の「美しの森」と「東雲幼稚園」を視察しました。
美しの森は平成27年４月から保育所型の認定こども園になっています。
東雲幼稚園は同年４月から幼稚園の中に保育機能施設を設置した幼稚園型
認定こども園になり、給食も開始しています。視察した認定こども園からは
「もっと子供を受け入れるには、保育士の確保が必要」、「毎週水曜日の午後、
市内の小児科が一斉に休診してしまうので、輪番制などで対応できない
か」、「認定こども園は保護者が就労していなくても保育ができ、保育料も軽
減される。利用するようアピールしてほしい」、「認定こども園の実務を簡素
化できないか」などの意見が寄せられました。委員会としては、さらなる現
状把握に努め、できることから取り組んでいくことを確認しました。

高佑会
(髙橋美紀子）

視察先
滋賀県大津市

（平成28年５月16～20日）

●議員活動報告

日本共産党
(工藤 禎子）

高佑会
(髙橋美紀子）

視察先
三戸町
（平成28年６月13日）

●議員活動報告

民生福祉常任委員会活動報告

自民・公明クラブ
中田 博文・工藤 俊広
大溝 雅昭・今 大介
北山 一衛
黒石市民クラブ
(工藤 和子）
日本共産党
(工藤 禎子）
高佑会
(髙橋美紀子）
新政会
(三上 廣大）

視察先
東通村、六ヶ所村
（平成28年７月25・26日）

●議員活動報告

（ ）

認定こども園を視察
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開
催
し
て
は
ど
う
か
」、「
一
問
一

答
方
式
が
あ
ま
り
活
か
さ
れ
て
い

な
い
」、「
成
人
式
を
ス
ポ
カ
ル
イ

ン
黒
石
の
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
て

は
ど
う
か
」、「
黒
石
の
商
店
街
は

お
も
て
な
し
の
心
得
が
少
し
未
熟

で
は
な
い
か
」、「
議
会
報
告
会
で

で
た
意
見
の
回
答
を
次
回
の
議
会

報
告
会
で
報
告
し
て
は
ど
う
か
」

な
ど
、
多
く
の
有
意
義
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
に
議
会
、
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
の
発
行
が
14
回
と

な
り
ま
し
た
。
今
号
で
編
集
特
別

委
員
会
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
編
集

後
記
の
担
当
が
一
巡
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
参
議
員
選
挙

か
ら
18
歳
選
挙
権
が
導
入
さ
れ
、

全
国
で
約
２
４
０
万
人
が
新
た
な

有
権
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
１
票
を
投
じ
る
こ
と
で
、
政

治
に
参
加
す
る
こ
と
の
重
み
を
感

じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
若
い
方
々
に
政
治
へ
の
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
我
々

も
、
黒
石
市
の
未
来
を
支
え
る
若

い
方
々
に
行
政
や
政
治
が
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
身
近
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々

の
声
を
聞
き
な
が
ら
内
容
を
充
実

さ
せ
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ

よ
り
の
発
行
に
努
め
ま
す
。

大
久
保
朝
泰

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

工
藤

俊
広

副
委
員
長

大
久
保
朝
泰

委

員

工
藤

和
子

委

員

髙
橋
美
紀
子

委

員

今

大
介

委

員

三
上

廣
大

お
問
い
合
わ
せ
先

黒
石
市
議
会
事
務
局

〒
０
３
６
―
０
３
９
６

黒
石
市
大
字
市
ノ
町
11
番
地
１
号

電

話
０
１
７
２
―
52
―
２
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
２
―
53
―
７
４
１
０

平
成
28
年
７
月
23
日
の
午
後

６
時
か
ら
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
で
、

第
９
回
「
議
会
報
告
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

黒
石
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
議
会
の
活

動
状
況
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
議
会

運
営
や
議
員
活
動
に
対
す
る
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
参
加
者
が
約
20
人
と

少
な
く
、
今
後
の
議
会
報
告
会
の

開
催
方
法
や
内
容
に
課
題
が
残
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

か
ら
は
、
数
多
く
の
ご
意
見
を
お

聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
で
は
始
め
に
、
北

山
議
長
が
「
今
回
で
９
回
目
の
議

会
報
告
会
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

間
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
大
変

貴
重
な
ご
意
見
を
、
議
会
活
動
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
大
切
に

し
な
が
ら
一
歩
で
も
前
進
す
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
の
議

会
報
告
会
を
利
用
し
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
。

続
い
て
出
席
議
員
が
紹
介
さ
れ

た
後
、
28
年
３
月
・
６
月
の
議
会

内
容
を
北
山
議
長
が
報
告
し
、
28

年
度
予
算
を
予
算
特
別
委
員
会
副

委
員
長
の
工
藤
和
行
議
員
が
報
告

し
ま
し
た
。

次
に
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
（
詳
細
は
下
記
事
参

照
）。議会

報
告
会
の
最
後
に
は
、
議

員
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て

は
、「
議
会
報
告
会
を
各
地
域
で

第
９
回
議
会
報
告
会

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換

報告会の様子

挨拶をする北山議長

黒石市議会だより編集特別委員会（工藤俊広委員長）では、
初めての試みとして、議会報告会で議会だよりアンケートを
実施しました。
参加者からいただいたご意見には、「議員紹介や政務活動・

議会活動の報告、常任委員会の内容などを掲載するコーナー
があればもっと読みたくなる」などの意見や、「市民への問い
かけや行政職員との政策協議策、若者の意見、議員個人の活
動結果」などの要望がありました。
また、今回のアンケートでは、議会だよりを読んでいる人

が88.9㌫。その中でほと
んどすべての記事を読ん
でいる人が29.4㌫、興味
や関心がある記事を読ん
でいる人が47.1㌫でした。
一方、読まないことが多
い人が11.1㌫あり、理由
としては、議会の情報に
関心がない、読まなくて
も支障がないなどの回答
でした。

説
明
す
る
工
藤
委
員
長





